
1

あ
っ
さ
ぶ
メ
ー
ク
イ
ン
を
使
用
し
た

あ
っ
さ
ぶ
メ
ー
ク
イ
ン
を
使
用
し
た

新
た
な
レ
シ
ピ
が
誕
生
！

新
た
な
レ
シ
ピ
が
誕
生
！

【表紙：最優秀賞が決定『あっさぶメークイン・レシピ・コンテスト』より【表紙：最優秀賞が決定『あっさぶメークイン・レシピ・コンテスト』より～～関連記事最終頁】関連記事最終頁】
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11
月
１
日

（月）
、
地
域
活
動
や
文
化
等
の
分
野
で
町
政
の
振
興
に

寄
与
さ
れ
た
個
人
や
団
体
、
企
業
を
表
彰
す
る
『
令
和
３
年
度
町

政
功
労
者
等
表
彰
式
』
が
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
渋
田
正
己
町
長
よ
り
受
賞
者
２
名
３
団
体

に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

氏　　名 功　績　内　容

相　良　洋　平

平成13年１月１日以来、多年にわたり

消防団員として町民生活の安定のため

に寄与された

冨　樫　浩　之

平成13年４月１日以来、多年にわたり

消防団員として町民生活の安定のため

に寄与された

令和３年度町政功労者等表彰式

１. 功労表彰
（敬称略）

氏　名 功　績　内　容

北 海 道 郵 便

局 長 協 会

一般寄附金として、５０万円を寄附さ

れた

(株) 高橋建設

代表取締役　

高　橋　千　尋

教育関連事業に関する指定寄附金とし

て、１００万円を寄附された

２. 善行表彰
（敬称略）

氏　　名 功　績　内　容

山　田　幸　一

多年にわたり消防団員として町民生活

の安定に尽力された功績により瑞宝単

光章を受章

３. 叙勲等顕彰

（敬称略）

氏　　名 功　績　内　容

厚沢部土地改良区

理事長　

下川部　耕　二

農業農村整備優良地区コンクール中山

間地域等振興部門において地域農業及

び地域社会の発展に寄与された功績に

より受賞

≪農林水産大臣賞≫
（敬称略）

氏　　名 功　績　内　容

間 蔵 誠 悦

多年にわたり納税思想の普及啓発と自

主納税の推進に尽力された功績により

受賞

城 丘 納 税

貯 蓄 組 合

昭和37年の設立以来、多年にわたり納

税思想の普及啓発と自主納税の推進に

尽力された功績により受賞

松 橋 和 子
多年にわたり地域医療に看護業務の改

善と推進に尽力された功績により受賞

≪北海道社会貢献賞≫
（敬称略）

〔左から、北海道郵便局長協会、相良氏、渋田町長、土地改良区、城丘納税貯蓄組合、松橋氏〕
（冨樫氏、㈱高橋建設、山田氏、間蔵氏は欠席）

　

11
月
８
日

（月）
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
税
務
行
政
に
尽
力
さ
れ
た
城
丘

納
税
貯
蓄
組
合
と
滝
野
町
納
税
貯
蓄
組
合
の
２
団
体
と
間
蔵
誠
悦
氏
と
松

村
貞
雄
氏
の
２
名
の
功
績
に
対
す
る
納
税
功
労
者
表
彰
贈
呈
式
が
役
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
贈
呈
式
に
は
城
丘
納
税
貯
蓄
組
合
・
山
岸
登
組
合
長
と

滝
野
町
納
税
貯
蓄
組
合
・
狩
野
令
英
組
合
長
、
松
村
氏
が
出
席
。
檜
山
振

興
局
・
槇
信
彦
局
長
か
ら
城
丘
納
税
組
合
に
は
『
北
海
道
社
会
貢
献
賞
（
納

税
功
労
者
）
』
が
伝
達
さ
れ
、
滝
野
町
納
税
貯
蓄
組
合
と
松
村
氏
に
は
『
納

税
功
労
者
檜
山
振
興
局
長
表
彰
』
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

納
税
貯
蓄
組
合
２
団
体
と
２
個
人
を
表
彰

▲（左から）渋田町長、山岸組合長、狩野組合長、松村氏、槇振興局長
※間蔵氏は都合が合わず欠席。

≪叙勲≫

　　第４９回衆議院総選挙投票結果第４９回衆議院総選挙投票結果
【町内投票区別投票状況（小選挙区選挙・比例代表選挙）】

投票区 区域
有権
者数

投票者数

投票率

前回との

（Ｈ29.10.22）

投票率比較
当日
投票

期日前 計

第１ 本町・新町・緑町
松園町・上の山 850 212 408 620 72.94％ △1.29

第２ 美和 107 55 22 77 71.96％ △3.74

第３ 富栄 126 38 67 105 83.33％ △2.38

第４ 赤沼町 516 186 198 384 74.42％ 1.58

第５ 上里 97 46 38 84 86.60％ 0.19

第６ 滝野・稲見・清水 148 60 42 102 68.92％ △1.08

第７ 鶉 100 46 28 74 74.00％ 7.62

第８ 鶉町・相生・共和 337 158 60 218 64.69％ 1.37

第９ 木間内・社の山
旭丘・峠下 122 58 23 81 66.39％ △4.93

第10 当路 78 54 13 67 85.90％ 3.14

第11 新栄・館町・中館 461 239 76 315 68.33％ 2.24

第12 南館町・城丘 162 67 21 88 54.32％ △1.06

第13 富里・須賀 77 53 12 65 84.42％ 3.47

合　計 3,181 1,272 1,008 2,280 71.68％ 0.36

（10月 31日執行）（10月 31日執行）

候補者指名 得票数

おおさか　誠二 1,088

前　田　かずお 1,151

合　計 2,239

【町内小選挙区選挙結果】

政党名 得票数

社会民主党 26

公明党 279

立憲民主党 552.432

国民民主党 31.567

自由民主党 946

日本共産党 152

日本維新の会 79

れいわ新選組 67

支持政党なし 22

ＮＨＫと裁判してる党
弁護士法72条違反で 25

合　計 2,180

【町内比例選挙区選挙結果】

※候補者・政党名は届け出順

北海道社会貢献賞

（納税功労者）

間 蔵　誠 悦　氏

城丘納税貯蓄組合

納税功労者

檜山振興局長表彰

松 村　貞 雄　氏

滝野町納税貯蓄組合
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４つの申請方法

　

11
月
９
日

（火）
か
ら
12
日

（金）
に
か
け
て
、
町
内
５
会
場
で
ま
ち
づ
く
り

座
談
会
を
開
催
し
、
町
民
や
議
会
議
員
ら
延
98
名
が
出
席
。
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
意
見
や
要
望
、
地
域
が
抱
え
る
問
題
等
に
つ
い
て
町
長
ら

と
懇
談
し
ま
し
た
。

　

座
談
会
の
冒
頭
、
町
か
ら
次
の
２
点
に
つ
い
て
の

報
告
並
び
に
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

【
担
当
…
保
健
福
祉
課
健
康
増
進
係
】

②
国
保
病
院
の
コ
ロ
ナ
感
染
対
応
に
つ
い
て

　

（
資
料
な
し
。
説
明
内
容
は
下
の
通
り
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
担
当
…
国
保
病
院
事
務
局
】

　

当
日
配
付
し
た
資
料
は
、
町
Ｈ
Ｐ
の
『
行
政
情
報

→
ま
ち
づ
く
り
』
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
各
担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

まちづくり座談会

町
よ
り
２
点
を
資
料
説
明

問
：
素
敵
な
過
疎
づ
く
り
㈱
の
現

　
　

状
と
今
後
に
つ
い
て
は
。

答
：
農
の
匠
の
事
務
局
、
観
光
協

　
　

会
の
物
産
販
売
な
ど
手
掛
け

　
　

て
お
り
、
今
後
、
地
域
新
電

　
　

力
会
社
の
運
営
を
計
画
。

問
：
施
策
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
い
て

　
　

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
。

答
：
優
秀
施
策
に
つ
い
て
実
現
に

　
　

向
け
た
検
討
を
開
始
す
る
。

問
：
道
の
駅
の
今
後
は
。

答
：
解
体
済
み
の
さ
わ
や
か
ト
イ

　
　

レ
跡
地
に
２
０
０
坪
の
パ
ン

　
　

屋
、
軽
食
テ
ナ
ン
ト
、
映
像

　
　

空
間
併
設
の
建
物
計
画
。

問
：
熊
石
病
院
の
縮
小
報
道
あ
っ

　
　

た
が
本
町
は
ど
う
か
。

答
：
病
床
数
や
病
院
機
能
の
見
直

　
　

し
な
ど
が
今
後
必
要
に
な
っ

　
　

て
く
る
。

　

そ
の
他
の
質
問
に
関
し
て
は
、

町
Ｈ
Ｐ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

参
加
者
か
ら
の
意
見
・

要
望
に
つ
い
て

　
　
　 

（
一
部
紹
介
）

国
保
病
院
の
コ
ロ
ナ
感
染
対
応
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
た
め
、
５
月
10
日
か
ら
８
月
末
日
ま
で

月
～
木
曜
日
の
外
来
診
療
は
午
後
を
休
診
に
し
、
町
民
皆
様
に
は
ご
不
便

を
お
か
け
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
だ
こ
と
に

よ
り
９
月
１
日
か
ら
外
来
を
通
常
の
診
療
体
制
に
戻
し
て
い
ま
す
。

【
３
点
の
お
願
い
】

　

病
院
利
用
に
際
し
て
は
、
院
内

感
染
防
止
の
た
め
、
引
き
続
き
次

の
３
点
に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

①
発
熱
、
風
邪
症
状
、
体
調
不
良

　

が
あ
る
方
は
、
直
接
外
来
を
受

　

診
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
必
ず

　

受
診
前
に
病
院
に
電
話
を
し
て

　

相
談
の
上
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
の

　

指
示
を
う
け
て
来
院
さ
れ
る
よ

　

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

②
発
熱
、風
邪
症
状
の
あ
る
方
は
、

　

他
の
患
者
様
と
の
接
触
が
な
い

　

よ
う
に
、
別
の
動
線
で
受
診
し

　

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
具

　

体
的
に
、
玄
関
前
の
イ
ン
タ
ー

　

ホ
ン
を
押
し
て
「
発
熱
な
ど
が

　

あ
る
」
こ
と
を
職
員
に
伝
え
て

　

い
た
だ
く
と
、
別
の
入
口
か
ら

　

専
用
の
診
察
室
に
ご
案
内
を
さ

　

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

③
町
民
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き

　

普
段
か
ら
の
感
染
予
防
対
策
を

　

実
践
い
た
だ
き
、
来
院
の
際
は

　

玄
関
・
入
口
で
の
手
指
消
毒
と

　

サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
検
温

　

の
実
施
や
マ
ス
ク
の
着
用
、
待

　

合
等
で
は
大
声
の
会
話
を
控
え

　

て
人
と
の
距
離
を
保
つ
な
ど
の

　

実
践
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

　

し
ま
す
。

【
入
院
患
者
様
へ
の
面
会
に
つ
い
て
】

　

入
院
患
者
様
の
ご
家
族
や
お
世

話
し
て
い
る
方
な
ど
で
、
面
会
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
面
会
者
の
検

温
と
風
邪
症
状
の
有
無
な
ど
を
確

認
し
、
体
調
に
問
題
が
な
け
れ
ば

面
会
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
院
内
の
ル
ー
ル
と
し

て
、
渡
島
・
檜
山
地
域
外
・
感
染

拡
大
地
域
か
ら
お
越
し
の
方
の
場

合
は
移
動
当
日
の
面
会
は
ご
遠
慮

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
方
法
と
受
取
方
法

【
10
月
20
日
か
ら
運
用
が
開
始
】

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
本

格
運
用
が
10
月
20
日
か
ら
開
始

し
て
い
ま
す
。
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

な
ど
の
機
器
を
導
入
し
て
い
る

医
療
機
関
・
薬
局
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
健
康
保
険
証
と

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

健
康
保
険
証
利
用
の
メ
リ
ッ

ト
と
し
て

●�

就
職
や
引
越
し
を
し
て
も
健

康
保
険
証
と
し
て
ず
っ
と
利

用
で
き
ま
す
。

●�

限
度
額
認
定
証
が
な
く
て
も
、

高
額
療
養
費
制
度
に
お
け
る

限
度
額
を
超
え
る
支
払
い
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

※
利
用
に
関
し
て

は
本
人
が
事
前
に

申
込
手
続
き
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

マ

イ

ナ

ン

バ

ー

カ

ー

ド

が

健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
！

【
利
用
で
き
る
医
療
機
関
に
つ
い
て
】

　

運
用
開
始
時
点
で
、
す
べ
て
の

医
療
機
関
や
薬
局
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利
用

が
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
未
対
応
の
医
療
機
関
や
薬
局

で
は
こ
れ
ま
で
通
り
健
康
保
険
証

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

対
応
し
て
い
る
医
療
機
関
・
薬

局
は
『
マ
イ
ナ
受
付
』
の
ポ
ス
タ
ー

と
ス
テ
ッ
カ
ー
が
目
印
と
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
町
内
に
お
い
て
は
国
保

病
院
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

健
康
保
険
証
利
用
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。
利
用
す
る
際
は
窓
口

へ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

①
は
が
き
が
届
き
ま
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

後
、
交
付
場
所
（
住
民
係
）
な

ど
を
お
知
ら
せ
す
る
交
付
通
知

書
（
は
が
き
）
が
概
ね
１
か
月
ほ

ど
で
申
請
者
の
ご
自
宅
に
届
き
ま

す
。

②
交
付
場
所
へ
行
く

　

交
付
通
知
書
（
は
が
き
）
の
記

載
内
容
を
ご
確
認
の
上
、
必
要
な

書
類
を
お
持
ち
に
な
り
、
期
限
ま

【
　
申
　
請
　
方
　
法
　
】

　

既
に
届
い
て
い
る
個
人
番
号
通

知
書
又
は
個
人
番
号
の
通
知
カ
ー

ド
と
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請

書
を
も
と
に
申
請
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
申
請
書
を
お
持
ち
で

な
い
場
合
は
住
民
係
ま
で
お
申
し

出
く
だ
さ
い
）

　

申
請
に
つ
い
て
は
左
の
図
の
と

お
り
「
４
つ
の
方
申
請
法
」
に
よ

り
行
え
ま
す
。

【
　
受
　
取
　
方
　
法
　
】

で
に
交
付
場
所
に
ご
本
人
が
お
越

し
く
だ
さ
い
。

③
暗
証
番
号
を
設
定
し
受
け
取
る

　

交
付
窓
口
で
本
人
確
認
の
上
、

暗
証
番
号
を
設
定
し
て
い
た
だ
く

と
、
カ
ー
ド
が
受
取
れ
ま
す
。

※
暗
証
番
号
「
６
～
16
桁
の
英
数

　

字
（
英
字
と
数
字
の
組
合
せ
）」

　

と
「
４
桁
の
数
字
」
の
２
つ
が

　

必
要
で
、
事
前
に
考
え
て
お
く

　

と
交
付
が
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

※交付申請書をお持ちでない（無くした）方は
　役場住民税務課の窓口でも、交付申請書を再発
行しています。本人確認書類（運転免許証、パス
ポート等）を持参のうえ、お越しください。

ポスター

－マイナンバーカードに関して－

★このページに関するお問い合わせ★

　住民税務課住民係　　☎６４-３３１３

★問合せ先★

　厚沢部町国保病院　　☎６４-３０３６
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11
月
13
日

（土）
、
公
営
塾
に
通
塾
し
て
い
る
生
徒
を
対
象
に

「
地
域
魅
力
化
Ｐ
Ｂ
Ｌ
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
山
村
開
発
セ

ン
タ
ー
集
会
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

大
学
生
を
交
え
た
体
験
型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、

地
域
や
自
分
の
未
来
を
考
え
、
自
分
自
身
の
将
来
キ
ャ
リ
ア

イ
メ
ー
ジ
を
描
く
き
っ
か
け
に
す
る
こ
と
や
、
地
域
の
現
状

や
取
組
を
知
り
、
自
分
が
住
む
町
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る

機
会
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
「
未

来
の
『
私
の
』
仕
事
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
、
２
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
自
分
の
『
好
き
』
を
ベ
ー
ス
に
、
具
体
化

し
た
未
来
で
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
か
考
え
ま
し
た
。

自
分
自
身
の
未
来
を

　

考
え
描
い
て
い
く

　
　

公
営
塾
活
動

▲自分達の未来について考えるきっかけとなりました。

　

11
月
１
日

（月）
、
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
横
浜
市

よ
り
庄
山
絢
（
あ
や
め
）
さ
ん
（
24
歳
・
富
栄
）
が
着
任
し
、

役
場
で
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
庄
山
さ
ん
は
総
務

省
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
、
素
敵
な
過
疎
づ

く
り
㈱
で
厚
沢
部
町
の
魅
力
を
発
信
し
つ
つ
、
町
農
作
物
を

使
っ
た
特
産
品
や
カ
フ
ェ
開
業
を
目
指
し
て
研
修
し
ま
す
。

辞
令
交
付
式
の
後
、
渋
田
町
長
は
「
地
元
出
身
と
い
う
こ
と

を
活
か
し
て
厚
沢
部
町
の
魅
力
・
良
い
と
こ
ろ
を
ど
ん
ど
ん

発
信
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
。
庄
山
さ
ん
は
「
将
来

は
カ
フ
ェ
な
ど
の
飲
食
店
を
開
き
、
厚
沢
部
町
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

25
人
目
の
協
力
隊
員

　

町
の
魅
力
を

　
　

発
信
し
て
い
く

▲庄山隊員については次のページで詳しく紹介します！

▲思いを込めながらプレートを付けます。

　

10
月
30
日

（土）
、
町
民
記
念
の
森
『
記
念
植
樹
』
が
鶉
ダ
ム

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
ハ
チ
ャ
ム
の
森
で
実
施
さ
れ
、
参
加
者

４
組
が
誕
生
記
念
や
受
章
記
念
な
ど
の
慶
事
を
記
念
し
、
エ

ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
植
樹
し
ま
し
た
。
植
樹
に
参
加
し
た
コ
リ

カ
マ
ル
ラ
ジ
さ
ん
（
新
町
）
は
「
娘
の
誕
生
記
念
に
桜
を
植

え
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
桜
の
木
と
共
に
大
き
く
健
や
か
に
成

長
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
植
樹
へ
の
思
い
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
今
回
植
樹
し
た
桜
が
全
体
的
に
咲
き
誇
る
の
は
２
、

３
年
後
と
な
り
ま
す
が
、
今
か
ら
き
れ
い
に
咲
き
誇
っ
て
い

る
姿
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の

　

慶
事
を
記
念
し

　
　

サ
ク
ラ
を
植
樹

素敵な過疎のまちのあゆみ

7

　

厚
沢
部
町
の
み
な
さ
ん
こ
ん
に

ち
は
！
11
月
1
日
よ
り
厚
沢
部
町

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
素
敵

な
過
疎
づ
く
り
㈱
で
活
動
し
て
お

り
ま
す
、庄
山
絢（
あ
や
め
）
で
す
。

高
校
ま
で
地
元
で
過
ご
し
、
そ
の

後
、
札
幌
の
専
門
学
校
を
卒
業
し

て
東
京
で
就
職
し
ま
し
た
。
６
年

半
ぶ
り
に
厚
沢
部
町
へ
Ｕ
タ
ー
ン

し
て
き
ま
し
た
。

　

６
年
は
短
い
よ
う
で
長
く
、
久

し
振
り
に
帰
っ
て
来
た
厚
沢
部
町

は
新
し
い
も
の
が
増
え
て
い
る
か

わ
り
に
無
く
な
っ
て
い
る
建
物
も

あ
り
、町
の
変
化
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ビ
ル
に
囲
ま
れ
、自
然
の
「
し
」

の
字
も
無
い
よ
う
な
暮
ら
し
の
反

動
か
、
厚
沢
部
町
の
自
然
が
一
段

と
綺
麗
に
見
え
、
子
供
の
頃
は
何

と
も
思
わ
な
か
っ
た
田
ん
ぼ
や
畑

の
風
景
に
感
動
す
る
毎
日
で
、
写

真
を
撮
る
手
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

　

２
ヶ
月
も
経
つ
と
、
そ
れ
な
り

に
運
転
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
最

初
の
頃
感
じ
て
い
た
田
舎
の
不
便

さ
も
あ
ま
り
感
じ
な
く
な
り
ま
し

た（
住
め
ば
都
は
本
当
で
す
ね
！
）

　

『
田
舎
は
何
も
な
い
。
不
便
』

と
思
い
外
に
出
て
い
く
人
達
に
対

し
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
他
に
も
、
Ｕ

タ
ー
ン
し
た
か
ら
こ
そ
見
つ
け
ら

れ
た
厚
沢
部
町
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　

厚
沢
部
町
に
は
素
晴
ら
し
い
自

然
や
美
味
し
い
食
べ
物
が
沢
山
あ

り
ま
す
。
い
ま
活
気
付
い
て
い
る

厚
沢
部
町
の
波
に
乗
り
、
町
外
で

頑
張
っ
て
い
る
厚
沢
部
町
出
身
の

皆
さ
ん
に
も
「
私
の
地
元
、
自
慢

し
た
い
」
と
言
い
た
く
な
る
、
帰

り
た
く
な
る
よ
う
な
町
に
な
る
よ

う
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

私
自
身
、
久
し
振
り
の
厚
沢
部

町
で
ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
な
面
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
た

く
さ
ん
お
世
話
に
な
る
機
会
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

　
　
　
　
　
　
　
　

 

庄
山　

絢
】

続
・
協
力
隊
新
聞

笑
顔
で
あ
っ
さ
ぶ
V

vol.25
い

学校名 表彰者名 作品名 表彰名

厚沢部小学校

朝倉　　華（３年）
「ぜい」

江差地方法人会賞　銀賞

三好　歌音（３年） 江差税務署長賞　金賞

中村　郁華（４年） 「申告」 江差地方法人会賞　銀賞

朝倉　煌士郎（５年） 「納税」 江差間税会会長　銀賞

中里　有李（６年） 「社会と税」 江差間税会会長　銀賞

鶉小学校
佐藤　悠大（４年） 「納税」 江差地方法人会賞　銀賞

三上　響太（５年） 「社会と税」 江差税務署長賞　金賞

館小学校

伊勢谷　めい（４年） 「税」 江差地方法人会賞　銀賞

松橋　咲綾（５年）
「納税」

江差税務署長賞　金賞

山田　太陽（５年） 江差間税会会長　銀賞

「
小
学
生
の
税
に
関
す
る
書
道
」

「
小
学
生
の
税
に
関
す
る
書
道
」
1100
名
が
表
彰

名
が
表
彰

　

11
月
17
日

（水）
、
「
小
学
生
の
税
に
関
す
る
書
道
」
の
表
彰

が
厚
沢
部
小
学
校
（
松
村
浩
良
校
長
）
で
行
わ
れ
、
５
名
の

児
童
に
、
賞
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
「
小
学
生

の
税
に
関
す
る
書
道
」
は
小
学
生
が
税
に
関
す
る
書
道
を
通

じ
て
、
税
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
税
の
意
義
や
役
割
な

ど
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
町
内
３
小
学
校
合
わ
せ
１
０
８
作
品
の
応
募
が
あ

り
、
税
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
な
お
、
鶉
と
館
小
学
校
の

表
彰
者
に
は
別
の
日
に
表
彰
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
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ごめんください
保健師です

石 田 和 子

冬の血圧管理について

　血管の中を流れる血液の勢いが動脈の壁に与える圧力のことをいいます。心臓が全身に血液を送り
出すために収縮したときの血圧が最も高い血圧となります。それに対して、全身から戻った血液が心
臓内に溜まり、心臓が拡張しているときの血圧が最も低い血圧となります。
血圧は、昼間は上がり、夜は下がるという 1日のリズムがあります。

373

 ■血圧って何でしょう？

　・朝起きて布団から出たとき　　　　　　　　　　　・お酒を飲みすぎたとき

　・暖かい部屋から寒い屋外に出たとき　　　　　　　・トイレで排泄するとき

　・入浴後に浴室から脱衣所や寒い室内に入ったとき　・長時間サウナに入ったとき

　・強いストレスを感じたとき

 ■血圧が上がりやすい行動

　私たちの体は、寒くなると血管を収縮させ、熱を外に逃がさないようにします。その際、血管の収
縮に伴い、血圧が上がります。「冬は血圧が上がりやすい行動」をとりやすく、血圧の変動が大きくな
るため、脳梗塞や心筋梗塞を起こす原因となります。加えて、高血圧、糖尿病、脂質異常症などの基
礎疾患がある方や高齢者は特に注意が必要です。

 ■冬に気を付ける理由

・室内だけでなく、トイレやお風呂の脱衣所も暖めるようにしましょう。

・夜間にトイレに立つときは、上着を着用するなどして冷えないようにしましょう。

・目覚めてから布団の中でゆっくり過ごし、布団から出ましょう。

・湯船から出るときは急に立ち上がらずにゆっくりでましょう。

・朝起きたときや入浴前後にコップ一杯程度の水分を補給しましょう。

 ■予防方法

　冬は寒さの影響で血圧が変動しやすい季節です。血圧の変動があ
ると、脳梗塞や心筋梗塞を引き起こす原因になります。

この冬は血圧の変動に気を付け、心筋梗塞や脳梗塞を予防しましょう！

　

今
月
は
１
～
３
歳
の
食
事
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

前
回
に
引
き
続
き
、
食
事
に
関
し
て
の
お
話
で
す
！
前
回
は
手
づ
か
み
食
べ
の
お
話
を
し
ま
し
た
が
、
今

月
は
道
具
を
使
い
始
め
る
頃
の
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
育
て
を
も
っ
と
楽
し
く

も
っ
と
豊
か
に

子
ど
も
と
遊
ぼ
う
！

vol.41

　

手
づ
か
み
食
べ
で
目
・
手
・
口
の
協
調
運
動
を
十
分
経
験
し
な
が
ら
、
最
初
の

食
具
、
ス
プ
ー
ン
も
並
行
し
て
練
習
し
ま
す
。
自
分
か
ら
ス
プ
ー
ン
を
持
ち
た
が

っ
た
り
、
お
も
ち
ゃ
の
ガ
ラ
ガ
ラ
を
持
っ
て
手
首
で
振
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
ら
、
ス
プ
ー
ン
を
始
め
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
！
だ
い
た
い
１
歳
頃
か
ら

徐
々
に
道
具
に
慣
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ス
プ
ー
ン
の
練
習
は
食
べ
物
を
上
手
に
す
く
う
だ
け
で
な
く
、
ひ
と
口
分
を
口

に
入
れ
、
唇
で
押
さ
え
な
が
ら
食
べ
物
を
引
き
抜
く
練
習
で
も
あ
り
ま
す
。
最
初

に
フ
ォ
ー
ク
を
使
う
と
、
ひ
と
口
分
以
上
の
量
が
口
に
入
っ
た
り
、
し
っ
か
り
唇

を
使
わ
ず
に
食
べ
て
し
ま
う
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。
道
具
を
使
う
よ
う
に
な

っ
た
ら
、
左
手
で
お
皿
を
押
さ
え
る
な
ど
、
両
手
を
連
動
さ
せ
て
動
か
す
練
習
も

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

★スプーン・フォークの練習をしてみましょう！

今回はここまで！
次回はお箸の話を
したいと思います！

 子育てについての悩み事・困りごとなどありましたら、いつでもご相談ください。
　★連絡先★
　　①町保健福祉センター内　保健福祉課健康増進係（保健師・栄養士）　 ＴＥＬ　６４-３３１９
　　②認定こども園はぜる内　保健福祉課こども園係（保健師・保育教諭）ＴＥＬ　５６-７３１０

　

10
月
28
日

（木）
と
29
日

（金）
の
２
日

間
、
認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
（
斉
藤

紋
子
園
長
）
で
『
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
in
は

ぜ
る
』
が
行
わ
れ
、
園
児
た
ち
は
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
衣
装
を
身
に
ま
と
い
、
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
し
な
が
ら
赤
沼
町

内
を
巡
り
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ

は
有
名
な
某
妖
怪
ア
ニ
メ
。
ゴ
ー
ル

地
点
の
こ
ど
も
園
前
で
は
は
ぜ
る
く

ん
が
出
迎
え
、
園
児
た
ち
は
大
き
な

声
で
「
ト
リ
ッ
ク
オ
ア
ト
リ
ー
ト
！
」

と
言
っ
て
お
菓
子
を
も
ら
い
、
季
節

を
感
じ
る
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し

た
。 ハ

ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
！

▲妖怪さんからお菓子をもらい大喜び！ ▲はぜる前で記念撮影！

▲華麗な踊りに興奮の園児たち。

☆問合せ先☆

　　町保健福祉センター内　健康増進係　℡６４-３３１９
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私
が
法
テ
ラ
ス
江
差
に
赴
任
し

て
か
ら
ま
も
な
く
１
年
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
途
中
か
ら
弁

護
士
が
１
名
体
制
に
な
り
、
ご
不

便
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、

来
年
１
月
よ
り
名
古
屋
か
ら
松
田

明
子
（
ま
つ
だ
あ
き
こ
）
弁
護
士

が
着
任
す
る
予
定
で
す
。
松
田
弁

護
士
と
共
に
充
実
し
た
法
的
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
尽
力

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
離
婚
に
つ
い
て
の
お
話

で
す
。
役
場
に
離
婚
届
を
提
出
す

れ
ば
解
決
す
る
わ
け
で
は
な
く
、

離
婚
す
る
に
は
た
く
さ
ん
決
め
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大
き
く
分
け

て
「
夫
婦
の
問
題
」
と
「
子
ど
も

の
問
題
」
の
２
つ
に
つ
い
て
決
め

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。「
夫
婦

の
問
題
」
に
は
財
産
分
与
・
慰
謝

料
・
年
金
分
割
等
が
あ
り
、「
子

ど
も
の
問
題
」
に
は
親
権
・
養
育

費
・
面
接
交
渉
等
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
、
夫

婦
間
で
話
し
合
い
が
つ
け
ば
、
後

は
離
婚
届
を
出
す
だ
け
で
す
（
協

議
離
婚
）。
協
議
離
婚
が
ダ
メ
な
ら

家
庭
裁
判
所
に
行
く
こ
と
に
な
り

ま
す
（
調
停
離
婚
や
裁
判
離
婚
）。

調
停
離
婚
は
裁
判
所
（
主
に
調
停

委
員
）が
当
事
者
の
間
に
入
り
、
そ

れ
ぞ
れ
か
ら
事
情
を
聴
き
、
解
決

に
向
け
て
進
め
る
手
続
き
で
す
。

そ
れ
で
も
話
し
合
い
が
ま
と
ま
ら

な
か
っ
た
ら
、
判
決
に
よ
る
離
婚

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

夫
婦
や
子
ど
も
の
周
り
に
は

様
々
な
人
間
関
係
や
財
産
関
係
等

が
発
生
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
関

係
を
双
方
が
納
得
す
る
形
で
調
整

す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、で
き
る
だ
け
円
満
な

形
で
離
婚
を
す
る
こ
と
が
必
要
と

思
い
ま
す
。
双
方
に
と
っ
て
よ
り

良
い
形
で
の
離
婚
が
で
き
る
よ
う

弁
護
士
や
裁
判
所
を
利
用
す
る
と

い
う
観
点
は
と
て
も
大
切
で
す
。

★
ご
相
談
の
ご
予
約
は

０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
５
６
３
へ

【
法
テ
ラ
ス
江
差

　
　

 　
　

弁
護
士　

南　

七
重
】

法
テ
ラ
ス
通
信
通
信

～
知
っ
て
お
き
た
い
離
婚
の
手
続
き
～
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厚
沢
部
町
の
作
物
で
有
名
な
も

の
と
言
え
ば
、「
メ
ー
ク
イ
ン
」
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
比
べ
る
と

印
象
が
低
い
か
も
し
れ
な
い
で
す

が
、
10
月
か
ら
11
月
末
に
か
け
収

穫
が
行
わ
れ
て
い
て
、
全
国
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
生
産
量
を
誇
っ
て
い

る
作
物
に
「
山
ご
ぼ
う
」
が
あ
り

ま
す
。
山
ご
ぼ
う
は
見
た
目
が
ご

ぼ
う
に
似
て
い
ま
す
が
、
キ
キ
ョ

ウ
目
キ
ク
科
の
植
物
で
、「
モ
リ
ア

ザ
ミ
」
が
本
名
の
日
本
原
産
の
植

物
で
す
。
ご
ぼ
う
と
い
う
名
前
で

す
が
、
全
く
別
の
植
物
で
す
。
醤

油
漬
け
や
味
噌
漬
け
と
い
っ
た
漬

物
で
見
る
機
会
が
多
く
、
生
産
さ

れ
た
大
部
分
の
量
が
関
西
・
名
古

屋
方
面
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
で
も
少
数
で
す
が
、
購
入

で
き
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。

　

厚
沢
部
町
の
特
産
品
と
言
え
る

山
ご
ぼ
う
で
す
が
、
近
年
採
種
地

で
の
天
候
不
順
や
生
産
者
の
高
齢

化
に
伴
い
、
採
種
面
積
減
少
が
原

因
に
寄
る
種
子
不
足
に
悩
ま
さ
れ

て
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
の
特
産
品

厚
沢
部
町
の
隠
れ
た
特
産
品
「
山
ご
ぼ
う
」

活
性
化
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

だ
よ
り

で
あ
る
も
の
を
無
く
す
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
私
自
身
山
ご
ぼ
う

に
触
れ
て
き
た
事
は
ほ
ぼ
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
の
町
生
産

に
活
用
で
き
る
よ
う
学
び
、
関
係

各
所
と
今
後
へ
の
対
策
を
考
え
て

い
き
た
い
で
す
。

　

【
農
業
振
興
係　

堂
下　

貴
宏
】

　

須
賀
は
富
里
の
中
で
厚
沢
部

川
と
合
流
す
る
須
賀
川
の
上
流

の
地
域
で
す
。
須
賀
の
語
源
が

須
賀
川
に
由
来
す
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
次
に
問
題

に
な
る
の
は
「
ス
ガ
」
の
語
源

で
す
。
実
は
、
ス
ガ
地
名
が
確

認
で
き
る
も
っ
と
も
古
い
資
料

は
、
明
治
22
年
に
富
里
に
入
植

し
た
山
田
致
人
の
地
券
で
す
。 

　

地
券
に
は
「
須
川
壱
番
」
と

あ
り
ま
す
。
昭
和
35
年
改
正
の

旧
地
番
と
現
地
番
を
対
照
す
る

と
、
字
須
川
は
須
賀
川
の
下
流
、

字
須
賀
は
須
賀
川
の
上
流
に
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
「
ス

カ
ワ
」
地
名
が
先
に
あ
り
、
そ

の
後
の
転
訛
に
よ
っ
て
上
流
で

は
「
ス
ガ
」
と
発
音
す
る
よ
う
に

な
っ
た
可
能
性
が
高
そ
う
で
す
。 

献
血
に
ご
協
力

く

だ

さ

い
！

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ね
ん
き
ん

ね
ん
き
ん
講
座
講
座

《
国
民
年
金
を
受
取
る
た
め
に
》

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
な
い

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
の
老

齢
基
礎
年
金
や
、
障
害
・
遺
族
な

ど
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

な
お
、
令
和
３
年
度
の
国
民
年

金
保
険
料
は
１
カ
月
１
６
，
６
１

０
円
で
す
。

　

納
め
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、

税
金
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

ま
だ
納
付
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
納
付
書
を
ご
用
意
の
う
え
、

お
近
く
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
ま

た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の

窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納

付
や
口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

《
産
前
産
後
は
保
険
料

　
　
　
　

が
免
除
と
な
り
ま
す
》

□
対
象
者　

　

「
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
」

□
届
出
時
期　

　

出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か
ら

届
出
可
能
で
す
の
で
、
速
や
か
に

届
出
く
だ
さ
い
。

□
産
前
産
後
期
間
の
取
扱
い

　

産
前
産
後
期
間
と
し
て
認
め
ら

れ
た
期
間
は
保
険
料
を
納
付
し
た

も
の
と
し
て
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

☆
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

　

住
民
税
務
課
住
民
係
へ

　
　
　
　
　

☎
６
４-

３
３
１
３

商
品
券
の
使
用
期

限
は
令
和
４
年
１

月
10
日

（月）
ま
で
！

　

７
月
末
に
販
売
さ
れ
ま
し
た

50
％
も
お
得
な
『
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
』
の
使
用
期
限
は
令
和
４
年

１
月
10
日

（月）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
使
い
忘
れ
の
無
い
よ
う
お
気

を
付
け
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ピ
ン
ク
色
の
商
品
券
は

飲
食
店
専
用
で
す
の
で
お
間
違
え

の
無
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

町
内
に
あ
る

に
あ
る
地
名
のの
由
来

～
須
賀
～

　

仮
に
「
ス
カ
ワ
」
が

語
源
だ
と
し
て
、
こ
れ

を
ア
イ
ヌ
語
地
名
と
し

て
解
釈
す
る
と
寿
都
な

ど
と
同
じ
「
ス
プ
キ
」

ぐ
ら
い
し
か
思
い
当
た

り
ま
せ
ん
。
「
ス
プ
キ
」

は
「
ヨ
シ
」
の
意
味
で

す
か
ら
、
須
賀
川
下
流

の
環
境
と
は
一
致
し
ま

す
。
し
か
し
、
「
ス
プ

キ
」
か
ら
「
ス
カ
ワ
」

へ
転
訛
し
た
と
す
る
の

は
こ
じ
つ
け
が
過
ぎ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
年
最
後
の
移
動
献
血
車
が
町

内
を
巡
回
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
日
程　

12
月
10
日

（金）

★
場
所

・
鶉
地
区
研
修
セ
ン
タ
ー
前

　

９
時
30
分
か
ら
10
時

・
あ
っ
さ
ぶ
荘
前

　

10
時
30
分
か
ら
11
時
20
分

・
厚
沢
部
町
役
場
前

　

12
時
50
分
か
ら
15
時
20
分

・
新
は
こ
だ
て
農
協
館
支
店
前

　

15
時
50
分
か
ら
16
時
30
分

◆
お
問
い
合
わ
せ
は

　

保
健
福
祉
課
健
康
増
進
係

　
　
　
　
　

☎
６
４
‐
３
３
１
９

▶
モ
リ
ア
ザ
ミ
の
花

▶
山
ご
ぼ
う

▲息子の道太名義の山田致人の地券。後に道太がこの土地を借
　金のために、他人に売り渡してしまったことが、致人自害原
　因の一つとなりました（厚沢部町郷土資料館所蔵）。
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図書館
新　書
情　報

町内の
文化遺
産紹介

おすすめ新着図書
　12 月、本格的な冬がやってきます。
　北海道では夏が短く冬が長い、と言われ
ています。
　今月は冬にまつわる本をご紹介します。

「日本の四季を話そう 春夏秋冬の写真英語ずかん 冬」

〔大門久美子　著〕

　食べ物や行事などの日本文

化の名称を、日本語と英語で

季節ごとに紹介する写真図鑑

シリーズ。この巻では冬にま

つわるものの名称が掲載され

ています。「凧」は英語でなん

と言うかな？

●図書館では、お探しの資料が貸出中の場合、予約を承っています。また

　リクエストや道立図書館からの貸出も受付中。お気軽にご利用ください。

●問合せ先　厚沢部町図書館　☎６４-３４３６

ブナ婆さんブナ婆さん
（レクの森内）（レクの森内）

「冬の星と星座 星と星座のひみつシリーズ」
〔藤井旭　監修〕

　夜空を見上げて探してみよ

う！星座と星を、美しい写真

と図で見やすくわかりやすい

学習向きの写真絵本シリー

ズ。この巻では冬の主な星座

や星が掲載されています。

食生活
改　善
協議会

【材料（４食分）】
かぼちゃ� 300g
水� 1 カップ
あずき缶� 大 1缶
白玉粉� 150g
ぬるま湯� 少量
絹豆腐� 50g
片栗粉��適 量

今月の簡単レシピ

冬至かぼちゃ
①かぼちゃは種を除き３～４cm
　の乱切りにします。
②鍋に水を入れ、かぼちゃを火
　にかけます。
③火が通ったらあずき缶を加え
　甘味を調整します。
④ボウルに白玉粉、ぬるま湯を
　少量加え混ぜます。絹豆腐を
　加えて全体をこねます。
　（耳たぶ程の柔らかさ）
⑤④記事をだ円形に形成し、熱
　湯でゆで、冷水に浸します。
⑥③鍋を火にかけ白玉を温めま
　す。お好みで食べやすくとろ
　み付けします

　１２月２２日は一年で最も昼の時間が短

くなる「冬至」の日があります。

　かぼちゃや小豆粥を食べるほかにゆず湯

に入る風習があるそうです。

　道南では、冬至かぼちゃに白玉団子を加

える家庭も多いようです。

食改からの
コメント

　レクの森の一番奥に『ブナ婆さん』と呼ばれてい　レクの森の一番奥に『ブナ婆さん』と呼ばれてい

るブナの大木があります。先月紹介した『ヒバ爺さん』るブナの大木があります。先月紹介した『ヒバ爺さん』

よりも奥に存在しています。よりも奥に存在しています。

　ブナは雄大で美しい姿から森の女王と言われてい　ブナは雄大で美しい姿から森の女王と言われてい

ます。また、ブナの林に風が抜けるときに「ブーン」ます。また、ブナの林に風が抜けるときに「ブーン」

という音がすることから名前が付けられました。という音がすることから名前が付けられました。

12
＆

行
事

１
知
お

ら
せ

＆

　

急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
確
認
願
い
ま
す
。

12
月
の
休
日
当
番
医

　
12 月の外来診療情報

北海道立江差病院
〔℡５２- ００３６〕

厚沢部町国保病院
〔℡６４- ３０３６〕

診 療 科 診 療 日

内 科

外 科

月～金曜日
（祝祭日は休診）

眼 科
14 日（火）・15 日（水）
28 日（火）・29 日（水）
※水曜日午後休診

受 付
時 間

午前…  8時30分～11時30分
午後… 13時30分～15時00分

※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する

　場合もあります。事前に病院へご確認ください。

※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日

　の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり

　ますので、お問い合わせください。

　　 午前… 8時00分～11時30分（初診は9時00分～）

　　 午後…13時00分～14時30分

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分～16時00分

※診療日は予定であり、変更になる場合もあります。

受付
時間

診 療 科 診 療 日

循環器内科
午前　月～金曜日
午後　月・金曜日

総 合 診 療
内　　 科

午前　月～金曜日（午前11時迄の受付)
午後　金曜日

消化器内科
午前　水曜日（午前11時迄の受付）
　　　再診のみ、完全予約制
午後　月曜日、2.16日（木）

呼吸器内科
午前　金曜日
午後　木曜日

神 経 内 科 午前　10.24日

総 合 診 療
（外　　科）

午前　火～木曜日

外 科 午前　10.24日（午前11時迄の受付）

小 児 科
午前  月～金曜日
午後  火と木曜日（午後3時～4時の受付）

泌 尿 器 科
午前　月～金曜日
午後　木曜日

産 婦 人 科
午前　13.14.20.21日
午後　13.20日

耳鼻咽喉科
午前　1.7.8.15.16.21.22日
　　　　　　　（午前11時迄の受付）
午後　15日

眼 科
午前　9.16日（予約以外の初診受付11時迄)

午後　1.15.22日

皮 膚 科 午前　火曜日

※整形外科・精神科については月〜金曜日の午前診療と
　なります。

　
ロコチェック

　今月は、チェック方法をご紹介いたします。大切なの
は、ロコモになり病院を受診する前から運動機能の低下
を自覚し、ロコモの予防をすることです。そのためにも、
ご家庭でご本人やご家族の方による確認が必要となりま
す。図を見て、当てはまる項目があればロコモの可能性
があるかもしれません。ひとつでも当てはまる場合には
予防するための運動を心がけましょう。また、痛みを感
じるなど運動に不安な症状のある方は、遠慮なく整形外
科を受診して下さい。　　　　　　整形外科医　勝又顕

当 番 医 病 院 名 電話番号

12月 5日（日） 道立江差病院 52−0036

12日（日）
厚沢部町国保病院 64−3036

（あっさぶ調剤） 64-3041

19日（日） 乙部町国保病院 62−2331

26日（日） 佐々木病院 52−1070

31日（金） 上ノ国診療所 62−2331

（
受
付
時
間

：

９
時
〜
17
時
）

片足立ちで
靴下がはけ
ない

家の中でつま
づいたり滑っ
たりする

階段を上がる
のに手すりが
必要である

横断信号を青
信号で渡り切
れない

15 分位続けて
歩けない

２キロ程度の
買い物をして
持ち帰るのが
困難

家の思い仕事が
困難

≪思い当たることありますか？≫
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－ 12 月＆１月の行事＆お知らせ－

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
10
月
１
日

か
ら
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
の

登
録
申
請
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
、
江
差
税
務
署
で

は
令
和
５
年
10
月
か
ら
導
入
さ
れ

る
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

概
要
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

◆
日
時

　

令
和
３
年
12
月
14
日

（火）

　

14
時
～
15
時

◆
対
象
者

　

す
べ
て
の
事
業
者
の
方

◆
場
所

　

江
差
町
字
姥
神
町
１
６
７
‐
１

　

江
差
地
方
合
同
庁
舎

　

江
差
税
務
署
（
１
階
会
議
室
）

◆
申
し
込
み

　

説
明
会
に
参
加
さ
れ
る
場
合
に

は
、
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
次
の
問
合
せ
先
に
12

月
10
日

（金）
の
17
時
ま
で
に
お
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

◆
問
合
せ
先

　

江
差
税
務
署　

調
査
部
門

　
　
　
　
　

☎
５
２
‐
６
０
１
１

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

関
す
る
説
明
会

★★★南部桧山清掃センターからのお知らせ★★★
12 月４日（土）は休日のため当施設へのごみの搬入はできません。

12 月 31 日（金）～１月５日（水）は正月休みのため受入れできません。
【問合せ先：南部桧山清掃センター（☎ 53-6301）】

令和３年 10 月末現在

世帯 男 女 人口 前月からの
人口増減

下地区 1,103 1,010 1,117 2,127（－1）

鶉地区 320 310 322 632（－6）

館地区 434 413 451 864（－2）

全 町 1,857 1,733 1,890 3,623（－9）

※外国人住民を含む

町の人口

（11 月20日届出分まで）

今月の寄附件数 121件

今月の寄附金額 1,492千円
令和３年度

寄附件数累計 1,764件
令和３年度

寄附金額合計 20,638千円

前年度寄附金額 29,807千円

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

（11 月 22 日届出分まで）

戸籍の窓

－ 12 月＆１月の行事＆お知らせ－

連続 ３１ 日５

令和３年 11 月 20 日現在

厚沢部町交通死亡事故死
ゼロ記録簿

▲ふるさと納税で厚沢部町を応援してください！
　詳しくは、厚沢部町ホームページでご確認を。 
   https://www.town.assabu.lg.jp/index.php

おくやみもうしあげます

　鶉　　髙野　キサさん（85 歳）11/13

鶉　町　干山　　實さん（76 歳）11/16

上　里　石田ミチ子さん（68 歳）11/17

本　町　尾山　登美さん（93 歳）11/19

おたんじょうおめでとう！

新　町　並　川　果
かやの

也乃 ちゃん 10/27          

（光生さん＆麻子さん）

年
末
年
始
の

各
施
設
休
業
日
に
つ
い
て

■
役
場

■
体
育
館
・
図
書
館
・
郷
土
資
料
館

★
12
月
31
日

（金）
～
１
月
５
日

（水）

■
国
保
病
院

★
12
月
31
日

（金）
～
１
月
５
日

（水）

■
道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ

★
12
月
30
日

（木）
～
1
月
５
日

（水）

■
上
里
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

■
館
地
区
憩
い
の
家 

★
12
月
31
日

（金） 

17
時
ま
で
営
業

★
１
月
１
日

（祝）
～
４
日

（火）
は
休
業

★
１
月
５
日

（水）
～
通
常
営
業

■
う
ず
ら
温
泉

★
12
月
29
日

（水）

　

通
常
営
業

★
12
月
30
日

（木）

●
レ
ス
ト
ラ
ン

　

ラ
ン
チ
の
み
営
業

●
日
帰
り
入
浴

　

19
時
ま
で
営
業

★
12
月
31
日

（金）
～
１
月
３
日

（月）

　

全
館
休
業

★
１
月
４
日

（火）
～
通
常
営
業

自
衛
官
等
採
用
試
験
に
つ
い
て

　

自
衛
隊
で
は
次
の
通
り
自
衛
官

等
の
採
用
試
験
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

□
自
衛
官
候
補
生
（
陸
）

◆
資
格　

18
歳
以
上
32
歳
の
男
女

◆
受
付
期
間　

年
中
実
施

◆
試
験
期
日

　

（
左
記
日
程
で
希
望
す
る
１
日
）

　

12
月
４
日

（土）
～
６
日

（月）

　

１
月
16
日

（日）
～
17
日

（月）

　

２
月
６
日

（日）
～
７
日

（月）

　

２
月
27
日

（日）
～
28
日

（月）

★
問
合
せ
先　

　

自
衛
隊
江
差
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
５
２
‐
２
４
７
６

　

役
場
総
務
財
政
課
総
務
係

　
　
　
　
　

☎
６
４
‐
３
３
１
１

　

手
紙
や
は
が
き
な
ど
の
信
書

は
、
「
特
定
の
受
取
人
に
対
し
、

差
出
人
の
意
思
を
表
示
し
、
又
は

事
実
を
通
知
す
る
文
書
」
と
さ
れ

て
お
り
、
原
則
と
し
て
、
日
本
郵

便
株
式
会
社
及
び
信
書
便
事
業
者

だ
け
が
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
※
宅

配
便
や
メ
ー
ル
便
で
は
、
原
則
と

し
て
信
書
の
送
付
は
で
き
ま
せ

ん
）

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、

●
「
総
務
省
情
報
流
通
行
政
局
郵

　

政
行
政
部
」

　

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
s
o
u
m
u
.
g
o
.
j
p
/

y
u
s
e
i
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

●
「
信
書
便
制
度
周
知
リ
ー
フ

　

レ
ッ
ト
」

　

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
s
o
u
m
u
.
g
o
.
j
p
/

m
a
i
n
_
c
o
n
t
e
n
t
/
0
0
0
7
3
9
9
4
6
.
p
d
f

ま
た
は
、
次
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。　

◆
問
合
せ
先

　

総
務
省
情
報
流
通
行
政
局

　

郵
政
行
政
部
郵
便
課

☎
０
３
‐
５
２
５
８
‐
５
９
７
５

手
紙
を
守
る
た
め
の
ル
ー
ル
が

あ
り
ま
す
。

◎
江
差
町
文
化
会
館

☆
12
月
９
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
一
般
運
転
者
講
習

　

14
時
～
15
時

◆
初
回
更
新
者
講
習

　

15
時
45
分
～
17
時
45
分

☆
12
月
23
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
違
反
運
転
者
講
習

　

14
時
15
分
～
16
時
15
分

◎
上
ノ
国
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

☆
12
月
15
日

（水）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

運
転
免
許
更
新
時
講
習

鶉　町　奈　良　省
しょうご

あ吾 くん　 11/06          

（和人さん＆陽子さん）

赤沼町　大　口　萩
しゅうか

あ加 ちゃん 11/09         

（広祐さん＆美里さん）
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あとがき
▼
今
年
も
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
を

各
地
区
で
開
催
し
ま
し
た
。
多
く

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
出
さ

れ
た
意
見
を
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
▼
座
談
会
で
も
話
題
に
出
て

い
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
解
散
問
題
。
今
通
っ

て
い
る
子
の
保
護
者
で
は
な
い
方

か
ら
、
話
が
出
る
な
ど
、
町
民
の

方
に
と
っ
て
も
関
心
の
高
い
こ
と

な
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
詳
し

い
経
緯
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ

の
問
題
を
今
通
っ
て
い
る
保
護
者

や
先
生
方
だ
け
で
決
め
て
い
い
も

の
な
の
か
。
少
な
か
ら
ず
過
去

に
関
わ
っ
て
き
た
人
に
も
感
じ
る

と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
無
く
す
・
や
め
る
こ
と
は
簡

単
で
す
が
、
そ
こ
に
行
く
ま
で
の

過
程
も
大
事
に
し
な
く
て
は
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。
▼
上
記
で
紹

介
し
た
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
。
昨

年
度
と
比
べ
約
４
倍
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
今
年
は
料
理
部
門
と

菓
子
部
門
に
分
け
て
応
募
し
ま
し

た
。
受
賞
作
品
以
外
に
も
ユ
ニ
ー

ク
な
作
品
が
あ
っ
た
り
、
あ
っ
さ

ぶ
メ
ー
ク
イ
ン
を
使
用
し
た
料
理

の
い
ろ
ん
な
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
再
認
識
し
ま
し
た
。
今
回
の
最

優
秀
作
品
も
商
品
化
を
目
指
し
検

討
し
て
い
き
ま
す
。
詳
し
い
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
！
ま
た
、
前
回
の
最

優
秀
作
品
の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
は
道

の
駅
等
で
売
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

だ
食
べ
た
こ
と
な
い
方
は
ご
賞
味

く
だ
さ
い
！
▼
今
回
の
コ
ン
テ
ス

ト
で
は
大
学
ア
ウ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

で
交
流
の
あ
る
愛
知
学
院
大
学
の

学
生
か
ら
の
応
募
も
あ
り
ま
し

た
。
今
年
度
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

当
町
を
訪
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
こ
う
い
っ
た
イ
ベ

ン
ト
を
通
し
て
関
係
を
持
っ
て
い

け
る
と
い
う
こ
と
は
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
来
年
こ
そ
は
学
生
た
ち
が

厚
沢
部
町
へ
来
町
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
（
え
び
）

時
と

間
と

刻 む
を

今年度は料理と菓子部門に分けて募集

第２回
あっさぶメークイン・レシピ・コンテスト

　

10
月
30
日

（土）
、
『
第
２
回
あ
っ

さ
ぶ
メ
ー
ク
イ
ン
・
レ
シ
ピ
・
コ

ン
テ
ス
ト
』
（
素
敵
な
過
疎
づ
く

り
㈱
主
催
）
の
最
終
審
査
が
あ
ゆ

み
で
開
催
さ
れ
、
道
内
外
か
ら
応

募
が
あ
っ
た
１
７
０
作
品
の
中
か

ら
料
理
部
門
で
は
愛
知
県
の
大
学

生
、
目
崎
大
地
さ
ん
が
考
え
た
「
チ

ー
ズ
じ
ゃ
が
ハ
ッ
ト
グ
」
が
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
、
菓
子
部
門
で
は

札
幌
市
の
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ

ィ
、
草
野
あ
ず
み
さ
ん
が
考
え
た

「
黒
白
メ
ー
ク
イ
ン
団
子
～
光
黒

大
豆
・
白
花
豆
～
」
が
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
た
。

　

今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
昨
年

と
は
違
い
料
理
部
門
と
菓
子
部
門

に
分
け
て
募
集
が
行
わ
れ
た
。

　

最
終
審
査
で
は
光
塩
学
園
調
理

製
菓
専
門
学
校
の
本
田
卓
也
教
授

ら
審
査
員
８
名
が
10
月
13
日
の
一

次
審
査
で
選
ば
れ
た
各
部
門
３
作

品
を
審
査
。
昨
年
同
様
、
最
終
審

査
の
作
品
は
町
食
生
活
改
善
協
議

会
（
三
木
エ
ミ
子
会
長
）
の
協
力

の
も
と
作
ら
れ
た
。味
や
見
た
目
、

商
品
化
の
可
能
性
な
ど
を
考
慮
し

な
が
ら
採
点
を
行
っ
た
。

　

審
査
員
長
を
務
め
た
本
田
氏
は

「
ど
の
作
品
も
甲
乙
つ
け
に
く
か

『チーズじゃがハットグ』
愛知県　目崎 大地 さん

『メークインボール』

愛知県　森下 ひなの さん

『ちょっとまめな
おらいもおはぎ』

根室市　佐藤 貴子 さん

≪優秀賞≫
【料理部門】　　　　【菓子部門】

っ
た
が
、
料
理
部
門
で
選
ば
れ
た

『
チ
ー
ズ
じ
ゃ
が
ハ
ッ
ト
グ
』
は

味
も
お
い
し
い
が
何
よ
り
イ
ン
パ

ク
ト
が
大
き
く
、
お
客
様
の
目
を

引
く
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
菓
子

部
門
の『
黒
白
メ
ー
ク
イ
ン
団
子
』

は
ゴ
マ
の
香
り
が
前
面
に
出
て
お

り
、
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
」
と

受
賞
作
品
を
称
賛
し
た
。

　

な
お
、
素
敵
な
過
疎
づ
く
り
㈱

で
は
今
後
、
最
優
秀
賞
作
品
の
商

品
化
を
目
指
し
て
い
く
。　

『黒白メークイン団子～光黒大豆・白花豆～』
札幌市　草野　あずみ さん

【菓子部門】

★最優秀賞★
【料理部門】

たくさんのご応募
ありがとうございました！


